
（　　　/　　　） （　　　/　　　） （　　　/　　　） （　　　/　　　）
入院当日（手術前日） 術前 術後 術後１日目 術後２日目～3日目 　　　　術後4日目～退院

痛みや気分の不快を主治医や看
護師に伝えることができる
傷口からの出血が起こらない

退院後の生活について不安な事が主
治医や看護師に伝えることができる
異常時の受診方法がいえる

処置

お腹の除毛をします
お臍の処置をします

手術用のガウンに着替えま
す
全身麻酔で手術を受けた方
は深部静脈血栓予防の弾性
ストッキングをはいていただ
きます。腰椎麻酔の方は指
示があった場合着用します

心電図モニターをつけます 創部に被覆材を貼ります 創部の被覆材をのけます

点滴

点滴をします
手術室で抗生剤の点滴をし
ます

帰室６時間後、抗生剤点滴 朝点滴を抜きます
朝、夕抗生剤の点滴をします

内服

内服中のお薬の確認を行いま
す。お薬手帳と一緒にお渡しく
ださい。前日の２１時に下剤を
飲みます

痛みが強い時は鎮痛剤を使用しま
す

術前に飲んでいた薬は医師の
指示で再開します

身長、体重測定など 手術後、腹部のレントゲン写真をと
ります

院内自由 ベット上安静です
寝返りや足を動かすこと
はできますが、頭を起こ
したり座ることは
出来ません

歩行できます
制限はありません

退院できます

普通食です 絶飲食です 絶飲食です
主治医に確認後水分が飲めます

朝から普通食が出ます

手術中に尿の管を入れます 尿の管をぬきます

制限ありません
シャワー浴をしてください

洗面、歯磨きを済ませておい
て下さい
その後術衣に着替えてもらい
ます

モーニングケア
体を拭きます
寝衣をきがえます

シャワー浴が可能です
洗髪も可能です

看護師

入院生活や手術前後の処置と
経過について説明します。
承諾書・同意書・問診表を提出
してください

絶飲食の説明 退院指導をします

栄養士

薬剤師

（　　　/　　　）

説
明

安静度

食事

排泄

鼠径ヘルニア手術を受ける患者様へ

達成目標

治
療
処
置
な
ど

治療について心配なことや不明な点を主治医や看護師に伝え
ることができる
疾患、手術、麻酔について理解されている

内服がある患者さんには薬剤師
から内服についての確認があります

検査

栄養状態に合わせて必要時、栄養指導を行います

清潔

入院前と同じ日常生活ができる
痛みや気分の不快を主治医や看護師に伝えることができ
る

術後3日目
採血

絶飲


